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• 
斑
日
本
大
鋸
災
か
ら
の
復
興
で

は
、
元
の
街
並
み
を
「
恒
国
」
す
る

白
で
は
な
く
、
被
災
地
が
長
期
的
に

繁
栄
で
き
る
「
復
興
」
が
必
要
だ
と

の
愚
見
は
多
い
。
過
去
に
何
度
も
諏

践
の
綾
嘗
を
受
げ
た
地
域
は
高
台
へ

移
転
を
険
討
す
べ
き
だ
と
い
う
提
言

も
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。
政
府
の
復

J 

復興への経済戦略@

都
市
計
画

興
構
想
畠
識
は
岡
憾
の
掘
調
野
蚕
提
言

で
示
し
た
。
し
か
し
具
ば
的
な
復
興

プ
ラ
ン
は
、
震
災
か
ら
5
カ
月
た
っ

て
も
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
。

復
興
巴
お
い
て
は
政
府
の
役
割
が

鑑
露
で
あ
る
。
都
市
計
画
や
留
£
利

用
計
画
の
分
野
で
は
、
八
品
提
魁
股
の

配
置
や
枇
会
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
と
い

っ
た
固
に
よ
る
公
共
財
の
抱
供
が
大

‘ 
‘ 

土
地
利
用
で
は
政
府
の
主
導
役
重
要

事
な
役
目
を
厄
可
つ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、

僅
興
に
お
け
る
街
の
再
建
で
考
慮
復
興
で
は
政
府
が
主
導
的
話
役
訓
告

さ
れ
る
べ
き
点
は
多
い
。
特
に
、
霞
果
た
す
土
地
利
用
に
関
す
る
部
分

災
以
前
か
ら
地
方
財
政
の
感
化
や
少
と
、
民
間
活
力
を
利
用
す
る
事
業
を

子
高
齢
化
の
瑠
展
で
、
過
頑
地
で
匿
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ

療
・
介
疲
ザ
I
ピ
ス
を
維
持
す
る
こ
る
a
例
え
ば
、
高
台
へ
の
移
転
に
は

と
は
困
雛
に
な
っ
て
い
た
。
地
版
社
栂
波
紋
災
地
の
買
収
や
代
替
地
の
磁

会
廷
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
の
係
な
ど
が
必
史
に
な
る
。
号
つ
し
た

か
と
い
う
視
点
は
不
可
欠
で
あ
る
。
計
画
に
は
、
土
地
の
迅
迎
な
間
保
と

• 用
途
変
更
を
可
能
に
す
る
規
制
緩
和

ゃ
、
+
斑
取
引
の
税
制
特
例
の
立
法

化
な
ど
菌
の
方
針
法
定
が
第
一
だ
ロ

復
興
構
想
会
誠
の
随
重
に
は
市
町

村
包
阜
体
性
を
引
き
出
す
特
区
白
活

用
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
し
か
し
、
土

地
の
附
利
関
係
の
盤
理
に
古
い
て
は

国
が
率
先
じ
対
応
す
べ
き
だ
ー
そ
の

上
で
、
県
悼
的
な
土
問
地
利
用
変
更
の

策
定
は
市
町
村
に
佳
せ
、
市
町
村
で

代
福
地
の
砲
傑
が
搬
し
い
場
合
に
県

が
胴
醤
す
べ
き
だ
ろ
う
。

• 高
台
へ
の
移
転
に
際
し
て
は
、
財

政
恵
他
と
人
口
減
少
を
良
い
止
め
て

生
活
氷
山
中
を
畏
期
的
に
維
持
す
る
と

い
う
目
的
巴
治
っ
た
都
市
建
股
を
奨
一
一

励
す
べ
き
だ
。
街
の
施
股
盤
附
で
は
、
k
g

病
院
な
ど
の
強
般
に
お
い
て
車
業
者

を
続
争
入
札
し
た
り
、

P
F
I
(民

間
資
金
を
活
用

υた
社
会
資
本
能

僻
)
の
手
法
を
採
り
入
れ
た
写
す
る

こ
と
が
噌
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
開

闘
の
活
力
を
生
か
す
べ
き
だ
ろ
う
ョ

(
古
雲
中
京
学
教
皮
伊
藤
随
敏
)
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